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2Sp- 6 台所・居間 ・老人室の配置と在宅痴呆性老人の生活展開

○　 大橋美幸（京 都府 立大）

対象は，一戸建に子供世帯と同居している在宅痴呆性老人16名 く男性１名，女性15名，

平均年齢78.9±6.3歳，平均居住年数17.7±18.9年 ）である，

台所・居間・老人室の配置は次の４つに分類した．「基本型」台所と居間，居間と老人

室が接しており，台所と老人室が接していない配置r 老人室解離型」台所と居間が接し

ているが，老人室が台所や居間と離れている配置．「台所解離型」居間と老人室が接して

いるが，台所が居間や老人室と離れている配置．「逆転型」基本型の居間と寝室が逆転し

た形で，台所と老人室，老人室と居間が接しており，台所と居間が接していない配置．

各型で，在宅痴呆性老人の生活展開を比較した.

「基本型 」（5 名）で，老人は居間ですごしていた．介護者が居間におり，一緒にすごす

ことが多かった．一部に，老人と介護者が，老人室ですごす者があり，老人室の居間化が

見られた．「老人室解離型」（3 名）で，老人は老人室ですごしていた．介護者が居間にい

るため，居間に出かける者が多かったが，居間に行かず，介護者と一緒にすごさない者も

いた．「台所解離型」（6 名）で，老人は居間ですごす者が多かった．介護者が台所にいる

ため，台所に出かける者も見られた．介護者は半数が台所，半数が居間にいた．台所や居

間に行かず，介護者と一緒にすごさない老人もいた．「逆転型 」（2 名）で，老人は居間で

すごしていた．介護者が居間におり，一緒にすごすことが多かった．老人室は，台所と居

間の間にあり，通路になってしまうため，利用されることはなかった．

2Sp- 7　　　 集合住宅地におけるコミュニティ生活に関する調査研究

一向島ニュータウンにおけるコミュニティ形成要因について一
久保妙子（聖母女学院短大）

目的：居住地におけるコミュニティの形成はどのようなことによって影響を受けるのだ

ろうか。コミュニティ生活とそれに関する意識を，住戸から外に出る行為，近隣とのコミ

ュニケーション，自治会等への関わり，より自由なコミュニティ活動，集会所使用などの

側面から明らかにし，コミュニティ形成の要因とそれらの関係を探ることを目的とする。

方法：比較するために，供給主体の異なる集合住宅が混在するニュータウンを選び，公

営，公団賃貸，公社分譲の各居住者を対象に，コミュニティに関する留置自記式のアンケ

ート調査を行った。調査時期は1994. 95 年の各８～９月，合計サンプル数は652である。

結果：最初の入居年次にあまり差がないにも関わらず，公団では居住年数が短くまた永

住意識も低い。住戸外に出る回数は公営で多く，また職業は無職で多い。近隣コミュニケ

ーションは活発な方から公営，分譲，公団の順になっていて，居住年数を経るほど，また

属性別では女性のパート労働の層で活発である。具体的には昔ながらのもの，利便性のた

めのもの，楽しみ型に大別できる。居住者組織への関心は，高い方から分譲，公営，公団

の順で，また役員経験がある方が高い傾向がある。コミュニティ活動をタイプに分類する

と，公団では最も消極的なk タイプが多いが今後の積極性を示すタイプ も多い。分譲では

他の対象に比べて最も活発なＥタイプが多い。近隣コミュニケーションの現状と意識を組

み合わせ，態度が積極的な層と消極的な層の二分類を外的基準とする数量化哩論n 類によ

る分析を行った結果，職業，居住者組織の役員経験，永住意識の有無や供給種別より，末

子年齢，住戸外へ出る回数，コミュニティ活動のタイプと関連が高いことがうかがえた。
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